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【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

＜先攻＞（重）　○　八木　琢磨－太田　篤志

主将談

“上分中　先制するも　粘り及ばず”

　１回裏、上分中は、２死から三番青木アイゼアが四球を選ぶと、連続ワイルドピッチで三進。四番青木優輝のセンター
前ヒットで先制した。追う重信中は、２回表、１死後、阿部、山本のヒットで１・３塁にすると、重盗を決めてすかさず同点。
さらに２塁ランナーに代走恒岡を起用すると、吉良がセンターへ弾き返してホームへ迎え入れ逆転。６回には、坂本の
ヒット、阿部の四球、再出場の恒岡のヒットで1死満塁とし、８番吉良の三塁打で決定的な追加点を奪った。
　上分中は、よく鍛えられた好チームであったが、重信中の強打に屈した。

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱  く な れ  ！

監督談

＜後攻＞（上）　●　明神　竜也－青木　優輝

＜本塁打＞

＜三塁打＞　吉良　孝藝（重）

＜二塁打＞　青木アイゼア（上）、山本千浩（重）

【勝者インタビュー】

“重信中　采配的中、集中打で決勝進出”

　先制されたが、八木投手が根気強く投げたことが勝因。選手交代は日ごろから適材適所で起用している。
ひとつひとつ丁寧に戦って、四国１位で全国へ進みたい。

　この試合は、四国を獲るんだという気持ちで、全員がひとつになっていた。
　決勝も必ず勝つ‼

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

重信中（愛媛県）

上分中（高知県）

チーム名

準決勝

＜上分中　青木優輝の鮮やかな先制打＞＜重信中　２試合連続毎回奪三振の八木琢磨投手＞

【　男子　】 Ａ球場（松山中央公園北）


